
テ ィ ー チ ン グ ・ ポ ー ト フ ォ リ オ  

山村学園短期大学子ども学科准教授  室井  佑美  

１ ． 教 育 の 責 任  

2 0 1 9 年 度 から の担当科目は（表１）の通りである。  

科 目 名  
開 講  

年 度  

学 期  対 象  

学 年  

種 別  受 講 者  

数  

備 考  

保 育 原 理  

2 0 1 9 

2 0 2 0 

2 0 2 1 

前 期  

前 期  

前 期  

１ 年 生  講 義  7 0 名  

7 4 名  

6 7 名  

1 ク ラ ス  

保 育 内 容  

人 間 関 係  

2 0 1 9 

2 0 2 0 

2 0 2 1 

前 期  

前 期  

前 期  

１ 年 生  演 習  3 5 / 35 名  

36/37 名  

33/34 名  

2 ク ラ ス  

実 習 指 導 Ⅰ  

2 0 1 9 

2 0 2 0 

2 0 2 1 

前 期  

前 期  

前 期  

１ 年 生  演 習  7 0 名  

7 4 名  

6 7 名  

4 ク ラ ス  

※ 教 員 4 名  

実 習 指 導 Ⅲ  

2 0 1 9 

2 0 2 0 

2 0 2 1 

前 期  

前 後 期  

前 期  

２ 年 生  演 習  7 1 名  

6 9 名  

6 7 名  

4 ク ラ ス  

※ 教 員 5 名  

健 康 と  

人 間 関 係 の  

指 導 法  

2 0 1 9 

2 0 2 0 

2 0 2 1 

後 期  

後 期  

後 期  

１ 年 生  演 習  7 0 名  

7 4 名  

6 7 名  

2 ク ラ ス  

※ 教 員 2 名  

子 育 て 支 援  

2 0 1 9 

2 0 2 0 

2 0 2 1 

後 期  

後 期  

後 期  

１ 年 生  演 習  3 5 / 35 名  

36/37 名  

33/34 名  

2 ク ラ ス  

実 習 指 導 Ⅱ  

2 0 1 9 

2 0 2 0 

2 0 2 1 

後 期  

後 期  

後 期  

１ 年 生  演 習  7 0 名  

7 4 名  

6 7 名  

4 ク ラ ス  

※ 教 員 5 名  

保 育 内 容 総 論  2 0 2 1 後 期  ２ 年 生  演 習  6 8 名  1 - 2 ｸ ﾗ ｽ※ 教 員 2 名  

保 育 実 習 Ⅰ  

2 0 1 9 

2 0 2 0 

2 0 2 1 

集 中  １ 年 生  実 習  7 0 名  

7 4 名  

6 7 名  

 

※ 保 育 内 容 Ｄ  2 0 1 9 前 期  ２ 年 生  演 習  7 1 名  2 ク ラ ス ※ 教 員 3 名  

※ 保 育 入 門  
2 0 1 9 

2 0 2 0 

前 期  

後 期  

山 村 国 際

高 校 ３ 年  

講 義  

演 習  

1 7 名  

2 0 名  

1 ク ラ ス  



※ 相 談 援 助  2 0 1 9 後 期  ２ 年 生  演 習  36/35 名  2 ク ラ ス  

※ は 現 在 、 科 目 担 当 教 員 で は な い 。  

 

（ ２ ） 担 当 す る 学 内 分 掌  

2 0 1 9 年 度 か ら の 所 属 す る 委 員 会 及 び ワ ー キ ン グ グ ル ー プ は （ 表 ２ ）

の 通 り で あ る 。  

委 員 会 / ﾜ ｰ ｷ ﾝ ｸ ﾞ ｸ ﾞ ﾙ ｰ ﾌ ﾟ  年 度  役 職  構 成  職 務 内 容  

教 務 ・ Ｆ Ｄ 委 員 会  

2 0 1 9  

2 0 2 0  

2 0 2 1  

委 員 長  教 員

4 名  

事 務

1 名  

・ 教 育 課 程 の 編 成 、  

実 施 、 評 価  

・ 成 績 管 理 、 学 籍 管 理  

・ 資 格 、 免 許 手 続 き  

・ 授 業 運 営 体 制 の 整 備  

・ Ｆ Ｄ 活 動  

実 習 委 員 会  

2 0 1 9  

2 0 2 0  

2 0 2 1  

委 員  教 員

5 名  

事 務

1 名  

・ 保 育 実 習 Ⅰ の 調 整 、  

管 理  

・ 実 習 体 制 の 編 成 、  

実 施 、 評 価  

・ 実 習 報 告 会 の 企 画 運 営  

・ 保 育 体 験 等 の 企 画 運 営  

学 生 支 援 委 員 会  

2 0 1 9  

2 0 2 0  

2 0 2 1  

委 員  教 員 4

名  

事 務 1

名  

ｶ ｳ ﾝ ｾ ﾗ

ｰ 1 名  

・ 学 生 動 向 の 把 握  

・ 学 生 会 の 運 営 支 援  

・ 学 内 行 事 等 の 企 画 運 営  

・ 学 生 指 導 （ 全 体 、 個 別 ） 

・ カ ウ ン セ リ ン グ 業 務  

・ 保 護 者 懇 談 会 等 企 画 運 営  

Ｔ j u p ワ ー キ ン グ

グ ル ー プ  

2 0 1 9  グ ル ー

プ 長  

教 員  

4 名  

事 務  

1 名  

・ Ｔ ｊ ｕ ｐ 会 議 参 加 に お

け る 情 報 収 集 、 共 有  

・ 単 位 互 換 制 度 の 対 応  

・ 学 生 交 流 に お け る ボ ラ

ン テ ィ ア 学 生 の 派 遣  

フ ィ ン ラ ン ド ワ

― キ ン グ グ ル ー

プ  

2 0 2 0  

2 0 2 1  

グ ル ー

プ 長  

教 員 4

名 . 事

務 1 名  

・ 外 部 関 係 団 体 と の 協 議 、

企 画 運 営・学 内 研 究 、・学 内

環 境 の 整 備  

（ 表 ２ ） 担 当 学 内 分 掌 詳 細 一 覧  



２ ． 教 育 の 理 念  

 教育者となって 14 年が経過した。私自身が教育を学生に展開していく

際 に 重 ん じ て い る 信 念 は ２ 点 、「 自 己 研 鑽 に 励 み 成 長 し 続 け よ う と す る こ

と 」、「自らのストレングスを自覚し、様々な状況を乗り越えられる精神を

持つこと」である。  

自ら学び続けることについて、私は、保育者を目指す者としてだけでは

なく、人として生涯に渡って「知る」ことに対して魅力を感じて知識を積

み続けてほしいと考えている。今後、生きていく、働いていくなかで生じ

る状況を回避することなく、自らの持てる知識を発揮して行動に移せるよ

うな、「学び」を前向きに捉えられるように教育を施していくことが理念に

ある。  

また、自ら持つ力を 自覚することは、自らを冷静に見つめ洞察すること

にもつながる。今ある状況を捉えることができれば、何を活用すればよい

か、誰に相談すべきか、どのように向かっていけ ばよいのか、教育で得て

きた知識や経験を総合的に活用できるようになる。「学び」を自らの力につ

なぎ、向き合える精神力が培えるように教育の中で養っていくことが理念

である。  

学生自身が資格や免許を取得するうえでの学び に加えて、現代の社会状

況を反映する子どもや保護者、地域の子育て家庭に向き合い、健やかな育

ちと最善の利益を生み出す支援を行うために学ぶことを生涯意識してほし

いと考えている。  

 

３ ． 教 育 の 方 法  

（ １）保育内容人間関係 （授業配布資料一部あり）  

 保育士及び幼稚園教諭 養成課程で必修科目である本科目は、 １年生の前

期に位置付けられている。 保育の内容である５領域の１つを担 い、他の領

域と共に、１年生の学び始めの段階において、重要な科目である。  

そこで、 2 0 2 1 年 度 は子どもの発達に基づく 自我の育ち、社会性の育ち、

感情の育ちを基礎にしながら、保育者としての求められる関わり演習を交

えて授業展開をした。具体的には、①ゲーム を通した人とのコミュニケー

ションの体験、② I CT を活用したイベント における 協同活動の体験、③個

別の事例検討などを実践した。  

その際、授業展開において留意したことは、 いずれの実践も学生へ分か

りやすい言葉を選ぶ、体験をする、体験後は個別で振り返る時間を設ける、

教員側の学生への意図を伝えるなど、 人と直接関わることを意識し て学び



が得られるようにした ことである。  

 

（ ２）保育 原理（授業配布資料一部あり）  

保育士養成課程では必修科目である 。保育の根本原理を、保育の意義や

目的、保育に関する法令及び制度、保育所保育指針における保育の基本、

保育の思想と歴史的変遷、保育の現状と課題について、 授業を展開した。  

そこで、 2 0 2 1 年度はパワーポイントを授業資料として事前に LN S に 挙

げ、当日はその説明を 行い、復習時間も含めて 独自書式ノートにノートテ

イキングをする形で進 め、 知識の定着を目指した。レポート課題について

は、「今話題の保育現場探し」「自分で保育現場を作ろう」 というテーマに

し、学生の興味や関心を始点に主体的に探し学べるように工夫をした。  

その際、授業展開において留意したことは、 いずれの実践も学生に学び

の意味を明確に伝える、 法制度から得られる知識を 現 場の実際から よりイ

メージしやすい状況を作り出す、学生のノートにリアクションを するなど、

保育にまつわる概説を自分自身の経験に落とし込み、 意識して学びが得ら

れるようにした。  

 

（ ３）子育て支援（授業配布資料）  

保育士養成課程で必修科目である本科目は、１年生の後期に位置付けら

れている。保護者支援と地域の子育て家庭への支援と両面を持ち、前期の

学びを経た学生が、保育・幼児教育の子ども視点から保護者に向けての視

点となるよう、１年生の学びのステップにおいて、一歩視野を広げていく

科目となっている。  

そこで、2 0 2 0 年度はソーシャルワークの基本的知識、概要を基礎にしな

がら、保育者としての求められる保護者との関わり、子どもを介した保護

者との関わりを演習 形式にしながら授業展開をした。具体的には、①２人

組、３人組、４人組でのワークによるコミュニケーション の体験、 ②ロー

ルプレイを通した面接技法の修得と客観的観察力の醸成、③グループワー

クでの事例検討とギャラリーウォーク などを実践した。  

その際、授業展開において留意したことは、いずれの実践も学生へ分か

りやすい言葉を選 び、自らの経験と知識が結びつくようにする、 体験をし

た後は 個別で振り返り客観的に自己の行動を振り返る 時間を設ける、個人

が振り返った内容を 教員が各自にフィードバックする など、人と直接関わ

ることを意識して学びが得られるようにしたことである。  

 



４ ． 教 育 の 成 果 、 評 価   

 2 0 2 0 年度定期試験前に学生に対して授業アンケートを実施した。問４：

総合評価、問１：学生自身の取り組み、問２：授業の内容、問３：授業方

法はそれぞれ、（表２）のとおりである。単独で担当している科目は、保育

原理、保育内容人間関係 、子育て支援の３ 科目であることから、その ３科

目を中心に考察を進める。なお、保育原理に関しては単独で担当した 2 0 1 9

年度の数値と比較している。  

 

 保 育 原 理  保 育 内 容 人 間 関 係  子 育 て 支 援  

 
2 0 2 0 2 0 1 9 

年 度

差  

2 0 2 0 2 0 1 9 年 度 差  2 0 2 0 2 0 1 9 年 度

差  

問 ４  4 . 3 6 4 . 6 3 - 0.27 4 . 4 1 4 . 6 5 - 0.24 4 . 2 2 4 . 6 6 - 0.44 

問 １  4 . 3 7 4 . 4 1 - 0.04 4 . 4 2 4 . 4 5 - 0.03 4 . 1 2 4 . 4 2 - 0 . 3 

問 ２  4 . 3 1 4 . 4 7 - 0.16 4 . 4 6 4 . 4 6 0  4 . 1 4 4 . 5 2 - 0.38 

問 ３  4 . 5 9 4 . 7 8 - 0.19 4 . 6 5 4 . 7 6 - 0.11 4 . 2 3 4 . 7 9 - 0.56 

（ 表 ２ ）  2 0 2 0 年 度 の 前 期 授 業 ア ン ケ ー ト の 結 果 一 覧  

 

（１）保育原理  

保育原理に関して、 学生からの総合評価では「 4 . 3 6」との数値が出た。

2 0 1 9 年度は「 4 . 6 3」であったため 0 . 2 7 ポイント下 降した。自由記述から

オンデマンド型授業と面接授業での一長一短が記述されており、面接授業

での配布資料に対する指摘が目立った。一方で事例を交えて分かりやすい

などの 前向きな記述もあ った。保育原理の教授内容の特性上、法律や概念

理解が多く、 難解であることを受け、実際の事例と法律や制度の実際をつ

なぎ合わせて説明していったことが、学生自身の 自らの経験やイメージと

をつなぎあわせた学びをしていることが分 かった。一方で、「スライドのマ

ーカーが見えづらい 」「 印刷資料がモノクロで見づらい」「スライド１枚へ

の情報量が多い」 など 物的環境や情報環境に関する意見もあ った。学生一

人ひとりの、本学へ入学に至るまでの学習経験や学習する姿勢によって、

学習する姿や態度は大きく異なり、学生間で乖離は生じている。 授業環境

のハード面には限界があるものの 、ソフト面に対する一層の工夫が必要で

あると考える。  

 

（２）保育内容人間関係  

保育内容人間関係に関しては、2 0 1 9 年度子ども学科より始まった新設科



目である。昨年度の総合評価は 4 . 6 5 に対し、今年度は 4 . 4 1 と 0 . 2 4 ポ イ ン

ト下降した。自由記述からオンデマンド型授業と面接授業での一長一短が

記述されており、面接授業での配布資料に対する指摘が目立った。一方で

事例を交えて分かりやすいなどの前向きな記述もあった。オンデマンド型

授業の際は知識を優位に、面接授業によるものではゲームや製作などの協

同も感じられるような活動を増やしたが、 社会的距離を保ちつつ、人との

関わりについて心の距離を詰めていくことへの難しさが課題となった。 今

後 、L M S を活用することも視野に入れ、双方向での対話を活発にして振り

返りがスムーズな方法を模索していきたい。  

 

（２）子育て支援  

4 . 2 2 4 . 6 6 - 0.44 

 

子育て支援 に関しては、2 0 1 9 年度子ども学科より始まった新設科目であ

る。昨年度の総合評価は 4 . 6 6 に対し、今年度は 4 . 2 2 と 0 . 2 4 ポイント下降

した。他の評価項目においても、0 . 3、0 . 3 8、0 . 5 6 と他科目と比較しても下

降するポイントが大きかった。  

「子育て支援の実際」を見られないこと、グループワークも制限がある

中で実施することなど、非常に制約が多かった。学生への教授内容、授業

の展開方法、授業時間、回数等すべてが教員としての教育の質を保持でき

ていたかと思うと疑問が残るが、グループワークで行った事例検討等は、

主体的な対話的な深い学びをするきっかけになり、１年生後期としては相

応の学びができたと考えるため、フィードバックなどを丁寧に行いたいと

思う。また、今後、 LMS を活用することも視野に入れ、双方向での対話を

活発にして振り返りがスムーズな方法を模索していきたい。  

 

５ ． 教 育 の 改 善 に 向 け た 今 後 の 目 標  

（１）保育原理  

短期的目標  

・第一に、保育・幼児教育の関する法制度は日々改訂が行

われているため、教員として動向を把握し学生にタイムリ

ーに提示できることである。  

・第二に、日本の保育・幼児教育に加え、海外の保育・幼

児 教 育 に よ り 関 心 が 向 く よ う な 教 授 内 容 を 考 え て い け る

よう資料の提示や視聴覚教材を準備することである。  



・第三に、外部講師の活用を取り入れていくことである。

保育者として保育の根本を伝えていく 、歴史的変遷、法制

度の概要を伝えていくことに加え、今を映すタイムリーな

保育・幼児教育の動向について、先駆的な事例を実践して

いる人から学べるようにしたい。  

長期的目標  

保 育 ・ 幼 児 教 育 の 動 向 は 日 々 一 刻 と 変 化 を 辿 っ て い る

が、同時に子ども・保護者、取り巻く社会の環境も社会情

勢の影響を受けながら変化をしている。保育原理は先人た

ち が 築 き 上 げ て き た 知 の 財 産 を 教 授 す る こ と が で き る 科

目であるが 、保育学としてまだまだ研究しきれていない学

問 の一部でもある。保育士養成の根本科目としての位置付

けの重要性を認識しながらも、「研究」とい う視点を持ち 、

これから求められていく保育・幼児教育の動向を 追い求め

ていけるよう、教育者自ら学び、研究成果を示していくこ

とが目標である。  

 

（２）保育内容人間関係  

短期的目標  

・第一に、人間関係を発達心理学、社会学、民俗学など多

様な学問領域から把握し、学生に提示できることである。 

・第二に、日本人の民族性や文化を大切にしながらも、多

文化共生社会のなかで、多様性のある保育・幼児教育を受

け止めていけるよう、関心が向くような教授内容や資料の

提示、視聴覚教材を準備することである。  

・第三に、保育現場での実際を定期的 な観察実習などを活

用して保育内容人間関係の理解を進めていくことである。

教 員 と し て 保 育 内 容 の 根 本 や 人 間 関 係 で 育 む も の を 伝 え

ていくことに加え、子どもの実際をタイムリーに観察し、

捉えたものから学びにつなげられるようにしたい。  

・第四に、新型コロナウィルス感染症の世界規模での流行

と蔓延もあり、新しい生活様式での保育が求められ現場が

試行錯誤で実践をしている。人とのかかわりが大切な時期

に、新しい形で質の高い保育・幼児教育は何ができるのか、

何を工夫しているのかを考えていく。  

長期的目標  保育所保育指針や幼稚園教育要領、幼保連携型認定こど



も園教育・保育要領は定期的に改定がなされている。保育・

幼 児 教 育 と し て 子 ど も を 育 む た め の 根 本 的 要 素 は 変 わ ら

ないものの、少しずつ社会の状況に合わせた人と人の関わ

りあいも求められてくる。加えて、多様性を認めていく時

代 に も な っ て い く こ と か ら 、 保 育 者 と し て 受 容 し な が ら

も、何が人との関係性で大切かを自ら選びとっていくこと

が求められると考える。そこで、保育者としての「筋が通

っ て い る」 こと を 保ち な が らも、「変 化を 受 け 入れ る柔 軟

性」が持てるような学びが得られるようにすることが 目標

である。そのために、教育者として「 保育現場」から教え

られる「子ども」から教えられる 視点を忘れず、教育者自

ら学び、実情を捉え続けていく ことが目標である。  

 

（３）子育て支援  

短期的目標  

・第一に、現在の子育て家庭を取り巻く状況を把握するた

め、社会学、家庭心理学、公衆衛生学など多様な学問領域

から把握し、学生に提示できることである。  

・第二に、今の現状を的確に捉え、保護者が何に悩みや不

安を抱え、どのような方法をそれに立ち向かっているのか

ま た は 周 囲 か ら の サ ポ ー ト を 受 け て い る の か 関 心 が 向 く

ような教授内容や資料の 提示、視聴覚教材を準備すること

である。  

・第三に、子育て支援現場での実際を観察する体験を行い、

子 育 て 中 の 家 庭 の 実 際 の 姿 に 対 し て 理 解 を 深 め る こ と で

ある。教員として保育内容の根本や人間関係で育むものを

伝えていくことに加え、子どもの実際をタイムリーに観察

し、捉えたものから学びにつなげられるようにしたい。  

・第四に、新型コロナウィルス感染症の世界規模での流行

と蔓延もあり、新しい生活様式での子育て支援が求められ

現場が試行錯誤で実践をしている。先の見えない不安な世

の 中 で 子 ど も を 育 て る 保 護 者 の 不 安 や 負 担 を そ の よ う に

減らし、新しい形で子育てをサポートできるのか何ができ

るのか、何を工夫しているのかを考えていく。  

長期的目標  保育所保育指針や幼稚園教育要領、幼保連携型認定こど



も園教育・保育要領は定期的に改定がなされている。また、

日 本 の 制 度 に お い て も 子 育 て 支 援 に 対 す る 具 体 的 な 施 策

は展開され、各自治体でも嗜好を凝らした事業が展開され

ている。日本の社会的文化も受け入れながらも、周囲の状

況が変化しつつあるの中で できる支援、新しい支援の形が

求められてくる。加えて、多様性を認めていく時代にもな

っていくことから、保育者として 子育ての姿を受容しなが

らも、「何を保護者として育つべきか」「子育ちに何が必要

であるか」を自身が洞察できる力が 求められると考える。

そこで、保育者としての「筋が通っている」ことを保ちな

がらも、「変化を受け入れる柔軟性」が持てるような学びが

得られるようにすることが目標である。そのために、教育

者として「保育現場」から教えられる「 子どもや保護者」

から教えられる視点を忘れず、教育者自ら学び、実情を捉

え続けていくことが目標である。  

 

６ ． エ ビ デ ン ス 一 覧  

（１）各科目シラバス  

① 保育原理、②保育内容人間関係、③子育て支援  

（２）授業時配布プリント (一部 )  

① 保育原理、②保 育内容人間関係、③子育て支援  

（３）試験問題  

①筆記試験（保育原理 ）②レポート試験（保育内容人間関係 、子育て

支 援）  

（４）成績集計結果（保育原理、保育内容人間関係 、子育て支援）  

 

以 上  


